
第 146 号

編
集
後
記

こ
の
度
は
進
藤
新
会
長
の
体
制
の
も
と
、『
山
紫
水
明
』第
一
四
六
号
を
発
行

さ
せ
て
い
た
だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

表
紙
に
は「
祓
」を
テ
ー
マ
と
し
、半
年
に
一
度
行
わ
れ
る
神
事
に
て
ご
参
列

い
た
だ
い
た
皆
様
の
罪
穢
れ
を
祓
い
、無
病
息
災
を
祈
願
し
た「
形
代（
か
た
し

ろ
）」が
舞
い
、大
海
原
へ
と
流
れ
ゆ
く
様
子
を
写
し
た
も
の
を
採
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。一
年
を
振
り
返
り
、来
る
年
も
神
事
を
は
じ
め
万
の
生
業
が

滞
り
無
く
進
め
ら
れ
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
発
行
に
あ
た
り
、ご
多
忙
の
中
、調
整
し
て
下
さ
い
ま
し
た
関
係
各

位
、ま
た
御
協
賛
業
者
様
、御
助
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
社
様
、原
稿
の
執
筆

に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。次
号
の
編
集
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
御
高
配
賜
り
ま
す

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
広
報
委
員
会
）

当
会
に
は
、会
務
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
事
務
局
並
び
に
会
計
局
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
次
長
は
局
長
か
ら
の
指
名
に
よ
り
決
ま
り
、局
長
の
補

佐
を
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　『山紫水明』 第146 号
題　字　　頼新先生
編　集　　広報委員会
発行所　　京都府神道青年会発行所　　京都府神道青年会
発行日　　令和5年 11月 30日発行日　　令和5年 11月 30日
印　刷　　株式会社ユニティー印　刷　　株式会社ユニティー

　
私
市
　
靖（
石
清
水
八
幡
宮
）

事
務
局
次
長
と
し
て
今
期
の
京
都
神
青
の
活

動
に
携
わ
れ
る
こ
と
有
難
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

身
に
余
る
役
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
次
長
と
し

て
事
務
局
長
の
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
、会
全
体
の
力

に
少
し
で
も
な
れ
る
様
、邁
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

事
務
局
次
長

会
計
局
次
長

　
髙
井
　
真
幸（
平
安
神
宮
）

皆
さ
ん
と
楽
し
く
円
滑
に
活
動
が
行
え
る
よ

う
努
め
ま
す
！

当会の活動はURLまたはQRを読み取ってウェブ
サイト、SNSにアクセスしてご確認いただけます。

https://kyoto-yashiro.jp
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先
ず
もって
、謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、諸
祭
恙
無
く
執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
誠
に
慶
賀
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

この
度
、京
都
府
神
道
青
年
会
会
長
を
務
め
さ
せてい
た
だ
き
ま
す
進
藤
大
長
と
申
し
ま
す
。こ
れ
か

ら
皆
さ
ん
と
共
に
、神
青
会
の
新
た
な一
歩
を
歩
む
こ
と
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
てい
ま
す
。

京
都
府
神
道
青
年
会
は
、神
社
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、若
い
世
代
が
活
発
な
活
動
を

行
う
会
で
す
。私
た
ち
は
神
社
への
愛
と
敬
意
を
共
有
し
、地
域
社
会
への
貢
献
を
目
指
し
てい
ま
す
。そ
し
て
、青
年
会
を
皆
さ
ん
に

とって
新
た
な
チ
ャン
ス
や
きっか
け
に
な
る
よ
う
願
ってい
ま
す
。

ま
た
、共
通
の
興
味
や
関
心
を
持
つ
仲
間
た
ち
と
親
睦
を
深
め
る
素
晴
ら
しい
場
で
す
。様
々
な
行
事
や
活
動
を
通
じ
て
、皆
様
と

一
緒
に
成
長
し
てい
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
てい
ま
す
。ど
ん
な
形
で
も
参
加
し
や
すい
活
動
を
提
供
し
、皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、絆
を
深
め
、神
社
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
てい
き
ま
し
ょ
う
。皆
様
と
共
に
未
来
を
築
いてい
く
こ
と
に
期
待
と

希
望
を
抱
いてい
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

第 

一
四
六 

号
　
目
次

表　

紙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

新
会
長
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

新
執
行
部・監
事
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

４

新
役
員
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

５

令
和
五
年
度
定
例
総
会
並
び
に
懇
親
会
報
告　
　
６

令
和
四
年
度
活
動
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

各
委
員
会
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

10

近
畿・中
央
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
15

令
和
五
年
度
新
入
会
員
紹
介　
　
　
　
　

  　
　

22

各
次
長
紹
介
・
編
集
後
記　
　

  　
　
　
　
　
　
　
24

就
任
の
ご
挨
拶

会
長

　進
藤 
大
長
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副会長
東條　貴史

（八坂神社）
この度副会長の大役を
仰せつかりました。
進藤会長を支え、京都
府神道青年会の更なる
発展に微力ながら誠心
誠意努めたく存じます。

副会長
生嶌　紀之

（大将軍八神社）
ご縁を頂きまして再登
板。次世代に良きもの
が引き継げるよう会長
を初め他役員と共に活
動事業に邁進してまい
ります。

組織委員長
進藤　恵太郎

（松尾大社）
進藤会長とは同苗の縁を
感じております。会員同士
の情報を正確にお伝え出
来るよう二年間精一杯最
善を尽くしますので皆様ど
うぞよろしくお願いいたし
ます。

広報委員長
櫻井　孝嘉

（貴船神社）
分からないことばかりです
が、進藤新会長のもと当会
の活動を少しでも多くの皆
様に知っていただけるよう
努めて参る所存です。ご指
導ご鞭撻の程よろしくお願
いいたします。

事務局長
室川　豊史

（平安神宮）
京都府神道青年会の為
に微力ではございます
が持てる力を尽くして
いきたいと決意してお
ります。

監事
北川　真喜子

（御嶽教末廣教会）
引き続き二年間も皆さ
んと共に楽しみながら、
一緒に歩んで参りたい
と思います。

会計局長
馬渕　義之

（伏見稲荷大社）
この度、会計局長の任
を仰せつかり、身の引き
締まる思いでございま
す。微力ながら精一杯
努めさせていただく所
存です。何卒ご指導ご
鞭撻の程、お願いいた
します。

監事
有持　圭祐

（長岡天満宮）
「初心、忘るべからず」
これまでの神青活動で
得た経験や考え方を皆
様に伝えてまいりたく、
また一会員として事業
を楽しみながら参加し
ていきたいと思います。

副会長
林　秀明

（石清水八幡宮）
この度副会長という大
役を仰せつかり身の引
き締まる思いでありま
す｡明るく楽しく青年神
職らしい活動が出来る
様に努めさせていただ
きたいと思います｡

教化委員長
廣　達哉

（伏見稲荷大社）
前期は事業委員長として会
に携わらせて頂いておりま
したが、この度、有難くもお
声がけを頂きまして今度は
教化委員長として、お役目
を務めることとなりました。
時代の流れに沿いながらも、
古き良き神青活動を目指し
て励んでいきたく存じます
ので二年間何卒宜しくお願
い申し上げます。

渉外委員長
森川　知樹

（吉田神社）
何もわからず手探り状態
です。
ご迷惑をお掛け致します
がご指導くださいませ。

事業委員長
福本　翔一郎

（八坂神社）
この度事業委員長を仰せ
つかり身の引き締まる思
いです。先輩方から受け
継いだ伝統を守りつつ、新
しいことも取り入れなが
らより良い活動ができる
よう誠心誠意努めて参り
ますので、ご指導ご鞭撻の
ほどよろしくお願い申し
上げます。

親睦委員長
山名　智之

（賀茂別雷神社）
初めての役員ですが皆様
にご指導頂きながら二年
間頑張って参りますので
どうぞ宜しくお願い致し
ます｡気軽に話しかけてく
ださい｡

新役員挨拶 新執行部･監事挨拶

令和 5年１１月３０日 京都府神道青年会会報 第１４６号第１４６号 京都府神道青年会会報 令和 5年１１月３０日

−4−−5−



令
和
五
年
七
月
六
日（
木
）午
後
六
時
よ
り
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
に
於
い

て
、令
和
五
年
度
定
例
総
会
が
会
員
七
十
七
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

有
島
副
会
長
よ
り
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、神
宮
遙
拝
、国
歌
斉
唱
、敬
神
生
活
の

綱
領
唱
和
、物
故
者
に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
、北
川
会
長
挨
拶
の
後
、伏
見
稲
荷
大
社

守
分
会
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
ま
で
令
和
四
年
度
活
動
報
告
・
決
算
報
告
の
件
、

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
報
告
の
件
に
関
し
て
審
議
の
後
、全
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
五
号
議
案
役
員
改
選
に
関
し
て
、今
年
二
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
四
年
度

臨
時
総
会
に
於
い
て
承
認
さ
れ
た
大
石
神
社
の
進
藤
大
長
新
会
長
、有
持
・
北
川
両

新
監
事
の
紹
介
が
な
さ
れ
、続
い
て
次
期
役

員
候
補
者
が
紹
介
さ
れ
審
議
。二
号
と
も
可

決
承
認
さ
れ
た
。

第
六
号
議
案
は
進
藤
新
会
長
よ
り
令
和

五
年
度
活
動
方
針（
案
）が
、第
七
号
議
案
令

和
五
年
度
予
算（
案
）は
馬
渕
新
会
計
局
長

よ
り
説
明
が
あ
り
、審
議
の
後
、二
号
と
も

可
決
承
認
さ
れ
、会
歌
合
唱
、生
嶌
新
副
会

長
の
挨
拶
を
以
て
定
例
総
会
は
滞
り
な
く

閉
会
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
山
名
新
親
睦
委
員
長
の
司
会

進
行
の
も
と
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、開
会

に
先
立
ち
ヤ
チ
マ
タ
基
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

進
藤
会
長
よ
り
京
都
府
神
社
庁
田
中
恆
清

庁
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
、事
業
の
成
果
が
報

告
さ
れ
た
。

次
に
東
條
新
副
会
長
よ
り
開
会
の
辞
が
述

べ
ら
れ
、進
藤
会
長
の
挨
拶
に
続
き
役
員
紹
介
、

来
賓
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

来
賓
を
代
表
さ
れ
、京
都
府
神
社
庁
田
中

恆
清
庁
長
よ
り
、冒
頭
で
宗
教
法
人
法
改
正
の

気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
触
れ
ら
れ
、今

後
の
若
い
神
道
青
年
会
の
活
躍
に
期
待
す
る
旨

の
御
祝
辞
を
賜
っ
た
。

そ
の
後
、京
都
府
氏
子
青
年
連
合
会
会
長 

橋
本
浩
和
様
の
乾
杯
発
声
に
て
懇
親

会
が
始
ま
っ
た
。

昨
年
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
の
た
め
他
テ
ー
ブ
ル
へ
の
お
酒
の
注
ぎ

回
り
等
は
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、今
回
は
特
に

制
限
も
な
く
出
席
者
各
々
が
交
流
を
深
め
て

い
た
。そ
ん
な
中
、本
年
は
新
入
会
員
十
七
名

が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
登
壇
し
自
己
紹
介
を

行
っ
た
。続
い
て
Ｏ
Ｂ
先
輩
会
員
の
紹
介
が
な

さ
れ
る
と
恒
例
の
余
興
が
開
催
さ
れ
、多
数
の

参
加
者
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。六
人
部
是

充
Ｏ
Ｂ
先
輩
に
よ
る
万
歳
三
唱
、林
新
副
会
長

の
挨
拶
に
て
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。

（
伏
見
稲
荷
大
社　

上
島　

亮
平
）

令
和
五
年
度
定
例
総
会
・
懇
親
会
報
告
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令
和
四
年
度
　京
都
府
神
道
青
年
会
活
動
報
告
書

自
　令
和 

四 

年
七
月 

一 

日

至
　令
和 

五 

年
六
月
三
十
日

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

七
月
　
　
一
日

三
日

五
日

六
日

六
日

八
日

一
二
日

一
九
日

二
〇
日

二
五
日

二
六
日

三
一
日

八
月
　
　
二
日

二
日

二
日

一
〇
日

八
〜
九
日

二
三
日

二
五
日

三
〇
〜
三
一
日

三
一
日

九
月
　
　
二
日

五
日

五
日

三
名

一
〇
名

一
〇
名

一
七
名

六
一
名

六
名

七
名

五
名

一
一
名

五
名

三
名

六
名

六
名

一
〇
名

一
〇
名

二
一
名

九
名

六
名

五
名

四
名

一
〇
名

三
名

五
名

八
名

大
将
軍
八
神
社

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

八
坂
神
社

京
都
東
急
ホ
テ
ル

京
都
東
急
ホ
テ
ル

橿
原
神
宮

北
野
天
満
宮

ほ
な
っ
　
伏
見
桃
山
店

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

ス
タ
ジ
オ
ク
レ
ア
ー
レ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

御
嶽
山
木
曾
本
宮

ホ
テ
ル
日
航
奈
良

八
坂
神
社

神
社
本
庁

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

八
坂
神
社

監
査
会
開
催

全
国
氏
子
青
年
連
絡
協
議
会
京
都
大
会

令
和
四
年
度
定
例
総
会
資
料
準
備
作
業

令
和
四
年
度
定
例
総
会
直
前
役
員
会
開
催

令
和
四
年
度
定
例
総
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
世
界
平
和
祈
願
祭
　
奉
仕
・
参
列

教
化
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
一
回
役
員
会

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
写
真
撮
影

第
一
回
執
行
部
会
開
催

第
一
回
役
員
会
開
催

第
十
一
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
「
創
立
記
念
錬
成
会
」
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
「
勉
強
会
」
出
席

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』

　
第
一
四
三
号
発
送
作
業

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
「
令
和
四
年
度
　
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
」
出
席

親
睦
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会

「
神
職
の
為
の
神
宮
研
修
会
」
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
　

　
第
一
回
連
絡
会
出
席

第
二
回
執
行
部
会
開
催

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

九
月
　
一
二
日

一
一
日

二
二
日

十
月
　
　
三
日

一
〇
日

一
七
日

一
七
日

二
一
日

二
七
日

十
一
月
　
九
日

九
日

一
五
日

一
六
日

一
七
日

二
一
日

二
九
日

二
九
日

二
九
日

十
二
月
　
五
日

一
二
日

一
月
　
二
〇
日

二
九
日

三
〇
日

六
名

一
〇
名

七
名

三
名

七
名

一
三
名

一
三
名

一
名

一
名

七
名

一
五
名

八
名

一
名

一
名

三
名

一
六
名

一
六
名

一
六
名

八
名

一
四
名

九
名

一
〇
名

一
名

湊
川
神
社

伏
見
稲
荷
大
社

京
都
西
陣
織
会
館

京
都
府
神
社
庁
神
殿

ヤ
キ
ニ
ク
甲

八
坂
神
社

八
坂
神
社

若
人
の
広
場
公
園

沖
縄
県
護
国
神
社

城
南
宮

伏
見
稲
荷
大
社

石
清
水
八
幡
宮

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

神
社
本
庁

ご
き
げ
ん
え
び
す

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

帝
国
ホ
テ
ル
大
阪

昆
明

八
坂
神
社

石
清
水
八
幡
宮

京
都
府
神
社
庁

兵
庫
県
神
道
青
年
会
再
建
五
五
周
年
記
念
式
典
出
席

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
発
行
及
び
発
送
作
業

京
都
府
神
社
庁
主
催

　
「
第
五
一
回
交
通
慰
霊
祭
」
助
勢

京
都
府
神
社
庁
　
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
祭
典

　
・
雅
楽
奉
仕
、
参
列

教
化
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

第
二
回
役
員
会
開
催

第
十
二
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
第
二
六
回
全
国
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
奉
仕

神
道
青
年
全
国
協
議
会
「
沖
縄
本
土
復
帰
五
十
周
年

　
記
念
事
業
沖
縄
戦
全
戦
歿
者
慰
霊
祭
」
奉
仕

教
化
委
員
会
主
催
「
七
五
三
の
集
い
」
開
催

事
業
委
員
会
　

　
令
和
四
年
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行
及
び
発
送
作
業

第
三
回
執
行
部
会
開
催

京
都
府
戦
没
英
霊
追
悼
慰
霊
祭

　
並
び
に
時
局
講
演
会
参
加

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　
臨
時
総
会

　
（
※
北
川
神
青
協
総
会
副
議
長
）

親
睦
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

第
三
回
役
員
会
開
催

第
十
三
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

次
期
会
長
・
監
事
推
薦
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
臨
時
総
会

　
並
第
二
回
連
絡
会
出
席

第
四
回
役
員
会
開
催

第
四
回
執
行
部
会
開
催

第
五
回
役
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
「
令
和
五
年
新
年
神
職
総
会
及
び

　
助
成
金
交
付
式
」
出
席

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』

　
第
一
四
四
号
発
行

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

二
月
　
三
日

七
日

八
日

八
日

八
日

八
日

二
七
日

二
八
日

三
月
　
　
五
日

八
〜
九
日

一
二
日

一
三
日

一
六
日

四
月
　
二
四
日

二
七
日

五
月
　
二
一
日

二
一
日

二
三
日

二
五
日

三
一
日

三
一
日

六
月
　
　
五
日

六
日

七
日

一
一
日

一
七
日

八
名

八
名

一
六
名

四
九
名

五
一
名

五
一
名

七
名

五
名

八
名

二
名

一
三
名

八
名

四
名

三
名

三
名

七
名

一
〇
名

六
一
名

一
五
名

一
一
名

八
名

四
名

四
名

八
名

吉
田
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
日
航
大
阪

万
博
記
念
公
園

大
将
軍
八
神
社

徳
嶋
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

平
安
神
宮

が
ん
こ
三
条
本
店

東
急
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

み
の
お
山
荘
　
風
の
社

神
社
本
庁

平
安
神
宮

平
安
神
宮

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
　

　
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

北
野
天
満
宮

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
堺
駅
前
店

賀
茂
別
雷
神
社

稲
植
神
社

賀
茂
御
祖
神
社
〜
賀
茂
別
雷
神
社

渉
外
委
員
会
「
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
」
開
催

歴
代
会
長
会
開
催

第
六
回
役
員
会
開
催

特
別
講
演
会
開
催
（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
野
口
健
氏
）

令
和
四
年
度
臨
時
総
会
開
催

令
和
五
年
新
年
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
三
回
連
絡
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
地
区
研
修
会
出
席

第
五
回
執
行
部
会
開
催

令
和
四
年
度
神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
修
会
参
加

第
七
回
役
員
会
開
催

組
織
委
員
会
・
親
睦
委
員
会
主
催

　
「
Ｏ
Ｂ
懇
親
会
」
開
催
（
総
勢
二
四
名
）

近
畿
地
区
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
第
五
回
役
員
会
出
席

神
道
青
年
全
国
協
議
会
定
例
総
会
出
席

第
六
回
執
行
部
会
開
催

第
八
回
役
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
主
催
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

渉
外
委
員
会
主
催
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」
開
催
　

　
（
三
八
三
、三
八
二
円
）

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
五
号
発
行

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
六
号
発
行

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
第
二
八
回
定
例
総
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
令
和
五
年
度
「
野
球
大
会
」

　
※
雨
天
中
止
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
出
席

令
和
五
年
度
活
動
予
算
審
議
会

京
都
府
神
社
庁

　
「
第
二
五
回
鎮
守
の
杜
フ
ェ
ス
タ
」
参
加

教
化
委
員
会
「
神
社
探
訪
」

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

六
月
　
二
三
日

二
九
日

三
〇
日

三
〇
日

三
〇
日

三
〇
日

一
三
名

一
四
名

八
坂
神
社

平
安
神
宮

渉
外
委
員
会
「
御
嶽
教
青
年
部
交
流
会
」

　
（
総
勢
二
四
名
）

第
九
回
役
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
七
号
発
行

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
八
号
発
行

組
織
委
員
会
　
「
令
和
五
年
度
会
員
名
簿
」
作
製

（
七
月
六
日
発
行
）

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』

　
第
一
四
五
号
発
行

令
和
四
年
度
　京
都
府
神
道
青
年
会
活
動
報
告
書

自
　令
和 

四 

年
七
月 

一 

日

至
　令
和 

五 

年
六
月
三
十
日

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

七
月
　
　
一
日

三
日

五
日

六
日

六
日

八
日

一
二
日

一
九
日

二
〇
日

二
五
日

二
六
日

三
一
日

八
月
　
　
二
日

二
日

二
日

一
〇
日

八
〜
九
日

二
三
日

二
五
日

三
〇
〜
三
一
日

三
一
日

九
月
　
　
二
日

五
日

五
日

三
名

一
〇
名

一
〇
名

一
七
名

六
一
名

六
名

七
名

五
名

一
一
名

五
名

三
名

六
名

六
名

一
〇
名

一
〇
名

二
一
名

九
名

六
名

五
名

四
名

一
〇
名

三
名

五
名

八
名

大
将
軍
八
神
社

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

八
坂
神
社

京
都
東
急
ホ
テ
ル

京
都
東
急
ホ
テ
ル

橿
原
神
宮

北
野
天
満
宮

ほ
な
っ
　
伏
見
桃
山
店

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

ス
タ
ジ
オ
ク
レ
ア
ー
レ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

御
嶽
山
木
曾
本
宮

ホ
テ
ル
日
航
奈
良

八
坂
神
社

神
社
本
庁

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

八
坂
神
社

監
査
会
開
催

全
国
氏
子
青
年
連
絡
協
議
会
京
都
大
会

令
和
四
年
度
定
例
総
会
資
料
準
備
作
業

令
和
四
年
度
定
例
総
会
直
前
役
員
会
開
催

令
和
四
年
度
定
例
総
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
世
界
平
和
祈
願
祭
　
奉
仕
・
参
列

教
化
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
一
回
役
員
会

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
写
真
撮
影

第
一
回
執
行
部
会
開
催

第
一
回
役
員
会
開
催

第
十
一
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
「
創
立
記
念
錬
成
会
」
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
「
勉
強
会
」
出
席

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』

　
第
一
四
三
号
発
送
作
業

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
「
令
和
四
年
度
　
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
」
出
席

親
睦
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会

「
神
職
の
為
の
神
宮
研
修
会
」
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
　

　
第
一
回
連
絡
会
出
席

第
二
回
執
行
部
会
開
催

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

九
月
　
一
二
日

一
一
日

二
二
日

十
月
　
　
三
日

一
〇
日

一
七
日

一
七
日

二
一
日

二
七
日

十
一
月
　
九
日

九
日

一
五
日

一
六
日

一
七
日

二
一
日

二
九
日

二
九
日

二
九
日

十
二
月
　
五
日

一
二
日

一
月
　
二
〇
日

二
九
日

三
〇
日

六
名

一
〇
名

七
名

三
名

七
名

一
三
名

一
三
名

一
名

一
名

七
名

一
五
名

八
名

一
名

一
名

三
名

一
六
名

一
六
名

一
六
名

八
名

一
四
名

九
名

一
〇
名

一
名

湊
川
神
社

伏
見
稲
荷
大
社

京
都
西
陣
織
会
館

京
都
府
神
社
庁
神
殿

ヤ
キ
ニ
ク
甲

八
坂
神
社

八
坂
神
社

若
人
の
広
場
公
園

沖
縄
県
護
国
神
社

城
南
宮

伏
見
稲
荷
大
社

石
清
水
八
幡
宮

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

神
社
本
庁

ご
き
げ
ん
え
び
す

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

帝
国
ホ
テ
ル
大
阪

昆
明

八
坂
神
社

石
清
水
八
幡
宮

京
都
府
神
社
庁

兵
庫
県
神
道
青
年
会
再
建
五
五
周
年
記
念
式
典
出
席

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
発
行
及
び
発
送
作
業

京
都
府
神
社
庁
主
催

　
「
第
五
一
回
交
通
慰
霊
祭
」
助
勢

京
都
府
神
社
庁
　
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
祭
典

　
・
雅
楽
奉
仕
、
参
列

教
化
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

第
二
回
役
員
会
開
催

第
十
二
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
第
二
六
回
全
国
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
奉
仕

神
道
青
年
全
国
協
議
会
「
沖
縄
本
土
復
帰
五
十
周
年

　
記
念
事
業
沖
縄
戦
全
戦
歿
者
慰
霊
祭
」
奉
仕

教
化
委
員
会
主
催
「
七
五
三
の
集
い
」
開
催

事
業
委
員
会
　

　
令
和
四
年
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行
及
び
発
送
作
業

第
三
回
執
行
部
会
開
催

京
都
府
戦
没
英
霊
追
悼
慰
霊
祭

　
並
び
に
時
局
講
演
会
参
加

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　
臨
時
総
会

　
（
※
北
川
神
青
協
総
会
副
議
長
）

親
睦
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

第
三
回
役
員
会
開
催

第
十
三
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

次
期
会
長
・
監
事
推
薦
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
臨
時
総
会

　
並
第
二
回
連
絡
会
出
席

第
四
回
役
員
会
開
催

第
四
回
執
行
部
会
開
催

第
五
回
役
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
「
令
和
五
年
新
年
神
職
総
会
及
び

　
助
成
金
交
付
式
」
出
席

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』

　
第
一
四
四
号
発
行

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

二
月
　
三
日

七
日

八
日

八
日

八
日

八
日

二
七
日

二
八
日

三
月
　
　
五
日

八
〜
九
日

一
二
日

一
三
日

一
六
日

四
月
　
二
四
日

二
七
日

五
月
　
二
一
日

二
一
日

二
三
日

二
五
日

三
一
日

三
一
日

六
月
　
　
五
日

六
日

七
日

一
一
日

一
七
日

八
名

八
名

一
六
名

四
九
名

五
一
名

五
一
名

七
名

五
名

八
名

二
名

一
三
名

八
名

四
名

三
名

三
名

七
名

一
〇
名

六
一
名

一
五
名

一
一
名

八
名

四
名

四
名

八
名

吉
田
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
日
航
大
阪

万
博
記
念
公
園

大
将
軍
八
神
社

徳
嶋
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

平
安
神
宮

が
ん
こ
三
条
本
店

東
急
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

み
の
お
山
荘
　
風
の
社

神
社
本
庁

平
安
神
宮

平
安
神
宮

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
　

　
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

北
野
天
満
宮

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
堺
駅
前
店

賀
茂
別
雷
神
社

稲
植
神
社

賀
茂
御
祖
神
社
〜
賀
茂
別
雷
神
社

渉
外
委
員
会
「
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
」
開
催

歴
代
会
長
会
開
催

第
六
回
役
員
会
開
催

特
別
講
演
会
開
催
（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
野
口
健
氏
）

令
和
四
年
度
臨
時
総
会
開
催

令
和
五
年
新
年
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
三
回
連
絡
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
地
区
研
修
会
出
席

第
五
回
執
行
部
会
開
催

令
和
四
年
度
神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
修
会
参
加

第
七
回
役
員
会
開
催

組
織
委
員
会
・
親
睦
委
員
会
主
催

　
「
Ｏ
Ｂ
懇
親
会
」
開
催
（
総
勢
二
四
名
）

近
畿
地
区
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
第
五
回
役
員
会
出
席

神
道
青
年
全
国
協
議
会
定
例
総
会
出
席

第
六
回
執
行
部
会
開
催

第
八
回
役
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
主
催
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

渉
外
委
員
会
主
催
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」
開
催
　

　
（
三
八
三
、三
八
二
円
）

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
五
号
発
行

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
六
号
発
行

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
第
二
八
回
定
例
総
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
令
和
五
年
度
「
野
球
大
会
」

　
※
雨
天
中
止
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
出
席

令
和
五
年
度
活
動
予
算
審
議
会

京
都
府
神
社
庁

　
「
第
二
五
回
鎮
守
の
杜
フ
ェ
ス
タ
」
参
加

教
化
委
員
会
「
神
社
探
訪
」

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

六
月
　
二
三
日

二
九
日

三
〇
日

三
〇
日

三
〇
日

三
〇
日

一
三
名

一
四
名

八
坂
神
社

平
安
神
宮

渉
外
委
員
会
「
御
嶽
教
青
年
部
交
流
会
」

　
（
総
勢
二
四
名
）

第
九
回
役
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
七
号
発
行

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
八
号
発
行

組
織
委
員
会
　
「
令
和
五
年
度
会
員
名
簿
」
作
製

（
七
月
六
日
発
行
）

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』

　
第
一
四
五
号
発
行
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機
関
紙『
洛
声
』発
行

当
会
組
織
委
員
会
で
は
会
員
の
近
況
を
報
告
す
る
機
関
紙『
洛
声
』を
発
行
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
機
関
紙『
洛
声
』は
年
四
回
の
発
行
を
行
っ
て
お
り
、五
月
に
第
一
三
五
号
・
第

一
三
六
号
を
、六
月
に
第
一
三
七
号
・
第
一
三
八
号
を
、十
一
月
に
は
第
一
三
九
号
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

本
紙
を
通
じ
て
会
員
同
士
の
情
報
共
有
、ま
た
親
睦
や
連
携
を
図
り
な
が
ら
組
織

力
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、会
員
皆
様
の
近
況
を
掲
載
し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
の
で
引
き
続
き

情
報
収
集
の
ご
協
力
を
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
松
尾
大
社　

進
藤　

恵
太
郎
）

　
神
社
探
訪

今
年
の
京
都
の
六
月
。こ
の
時

期
の
気
温
は
例
年
よ
り
も
二
度

以
上
高
い
中
、教
化
委
員
会
主

催
に
よ
り
賀
茂
御
祖
神
社
か
ら
、

賀
茂
別
雷
神
社
ま
で
葵
祭
の

ル
ー
ト
を
辿
っ
て
い
く
と
い
う
例

年
と
は
異
な
る
形
式
で
の
神
社

探
訪
を
企
画
し
ま
し
た
。

参
加
申
し
込
み
も
数
名
集
ま
っ
て
は
い
た
も
の
の
、直
前
に
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
さ

れ
全
員
キ
ャ
ン
セ
ル
と
の
申
し
出
が
あ
り
、残
念
な
が
ら
一
般
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、当
日
は
会
員
七
名
で
予
定
通
り
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

賀
茂
御
祖
神
社
で
は
田
中
会
員
よ
り
葵
祭

の
歴
史
や
変
遷
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
鴨
社
資

料
館
秀
穂
舎
を
拝
観
し
ま
し
た
。巡
行
す
る
道

筋
や
祭
祀
も
形
態
も
、年
数
を
重
ね
る
毎
に
試

行
を
巡
ら
せ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、先
人
達
の
熱

い
想
い
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

資
料
館
を
後
に
し
て
、御
本
殿
へ
と
向
か
い
御

神
前
に
て
参
拝
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

参
拝
を
済
ま
せ
、次
の
賀
茂
別
雷
神
社
へ
と

向
か
う
際
に
、田
中
会
員
よ
り
葵
祭
の
巡
行

ル
ー
ト
を
通
っ
て
も
ら
う
と
運
転
手
に
提
案
し
、

賀
茂
別
雷
神
社
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。巡
行
ル
ー
ト
の
景
色
を
車

の
中
か
ら
眺
め
な
が
ら
、想
像
よ

り
も
長
い
距
離
を
歩
い
て
い
る
の

だ
な
と
小
学
生
じ
み
た
感
想
を

抱
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

賀
茂
別
雷
神
社
で
は
米
山
会

員
か
ら
神
社
の
御
由
緒
や
賀
茂

社
な
ら
で
は
の
祭
式
作
法
等
に
つ
い
て
ご
説
明
を
受
け
、御
本
殿
を
参
拝
。特
に
夏
越

の
祓
の
祭
式
作
法
や
、本
殿
側
に
あ
る
高
倉
殿
で
の
特
別
展
示
に
つ
い
て
、新
し
い
発

見
が
あ
っ
て
興
味
深
く
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
は
、両
会
員
の
お
話
を
受
け
葵
祭
の
知
識
だ
け
で
な
く
、話
し
手
と

し
て
如
何
に
参
拝
者
に
伝
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、充
実
し
た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。私
自
身
は
社
務
中
に
ご
参
拝
の
方
に

御
由
緒
等
の
説
明
を
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
こ
で
の
経
験
を

活
か
し
研
鑽
し
て
い
け
た
ら
と
切
に
感
じ
ま
し
た
。

（
吉
田
神
社　

桝
本　

恭
孝
）

　
鎮
守
の
杜 

お
祭
り
体
験

去
る
八
月
二
十
四
日（
木
）「
鎮
守
の
杜
お
祭
り
体
験
」が
私
の
奉
職
し
て
い
る
松
尾

大
社
の
境
内
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
地
域
の

神
社
に
お
参
り
を
し
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、日
頃
か
ら
神
社
に
親

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
た
事
業
で
し
た
が
、こ
こ
数
年

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
が
出
来
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、開
始

す
る
直
前
に
急
な
雨
に
見
舞
わ
れ
、レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
等
を
心
配
し
ま
し
た
が
、

徐
々
に
近
所
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
が

お
見
え
に
な
り
、約
七
十
名
も
の
方
が
集
ま
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

進
藤
会
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
昇
殿
参
拝
へ
向
か
い
ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
は
廣
教
化
委
員
長
か
ら
手
水
の
作
法
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
手
や
口
元
を
漱
ぎ
、

続
い
て
参
加
者
の
大
人
や
年
長
者
に
倣
っ
て
お
祓
い
を
受
け
、御
神
前
に
少
し
緊
張
し

た
顔
を
し
つ
つ
二
礼
二
拍
手
一
礼
で
参
拝
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、境
内
に
於
い
て
舗
設
し
た
テ
ン
ト
の
下
で
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や
ヨ
ー
ヨ
ー

風
船
釣
り
、ま
た
室
内
で
は
、射

的
や
輪
投
げ
を
体
験
し
て
頂
き

ま
し
た
。

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
披
露
で
は

次
々
と
か
た
ち
を
変
え
る
バ
ル
ー

ン
に「
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
」と

真
剣
な
眼
差
し
を
向
け
、見
覚
え

教
化
委
員
会

教
化
委
員
会

組
織
委
員
会 委

員
会
報
告
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就就
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶  

会 

長 
 

進 

藤 

大 

長 

（
大
石
神
社
）  

 

 

新
た
な
一
年
、
令
和
五
年
度
の
京
都
府
神
道
青
年
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
共
に
築
い
て

い
く
中
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
渦
で
減
っ
て

し
ま
っ
た
交
流
の
機
会
を
復
元
し
、
親
睦
を
よ
り
深
め
る

こ
と
で
す
。 

私
た
ち
の
青
年
会
は
、
一
人
一
人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
う

場
と
し
て
、
皆
様
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
渦

の
影
響
で
機
会
が
減
り
距
離
が
生
ま
れ
が
ち
で
す
が
、
そ

の
距
離
を
乗
り
越
え
て
皆
様
と
共
に
心
を
通
わ
せ
る
場

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
青
年
会
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
皆
様
が
参
加

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
出
席
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
皆
様
の
個
性
や
意
見
が
豊
か
に
交
わ
る
場
と

な
り
、
よ
り
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
る
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
。 

親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
、
神
道
青
年
会
の
結
束
が
一
層

固
ま
り
、
我
々
の
使
命
で
あ
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
更

に
具
体
的
な
も
の
と
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
皆
様
と

共
に
、
素
晴
ら
し
い
令
和
五
年
度
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
願
い
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

デ
ジ
タ
ル
化
推
進 

世
界
的
な
環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
や
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
へ
の
シ
フ
ト
が
進
ん

で
い
ま
す
。
洛
声
の
発
行
回
数
削
減
も
環
境
へ
の
配
慮
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
で
資
源
の

節
約
や
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
よ
る
も
の
で

す
。 

制
作
コ
ス
ト
の
削
減 

物
価
の
上
昇
や
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
印
刷
費
や

郵
送
費
な
ど
の
制
作
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
制
作

コ
ス
ト
を
削
減
し
、
経
費
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。 

読
者
へ
の
情
報
提
供
の
効
率
化 

情
報
は
日
々
変
化
し
て
お
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情

報
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。SNS
等
の
ネ
ッ
ト
媒
体
を

使
用
し
、
読
者
に
と
っ
て
よ
り
新
鮮
で
適
切
な
情
報
を
提

供
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
環
境
へ
の
配
慮
や
組
織
運
営
の
効
率
化
を

図
り
、
読
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
情
報
提
供
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

お
わ
り
に 

こ
れ
ら
の
変
更
は
、
よ
り
効
率
的
で
持
続
可
能
な
運
営

を
目
指
す
も
の
で
す
。
今
後
も
京
都
府
神
道
青
年
会
は
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
、
皆
様
と
共
に
豊
か
な
未

来
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
知
ら
せ 

 

京
都
府
神
道
青
年
会
で
は
、
会
則
に
基
づ
き
、
通
常
四

十
歳
が
定
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
役
員
等
の
進
退
に
関

し
て
は
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

経
験
豊
か
な
二
名
の
方
が
役
員
と
し
て
四
十
歳
を
超
え

て
も
留
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
判
断
は
、
青
年
会
の
中
堅
メ
ン
バ
ー
が
限
ら
れ
て

い
る
状
況
や
、
若
手
育
成
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
経
験
と
知
識
を
有
す
る
役
員
の
留
任
は
、
若
手
の
育

成
や
組
織
の
安
定
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
経
験
豊
か
な
役
員
の
ご
意
見
や
指
導
を
積
極

的
に
活
用
し
な
が
ら
、
青
年
会
の
発
展
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
役
員
の
選
任
に
お
い
て
は
、
青
年
会
全
体
の
利
益

を
最
優
先
に
考
え
、
円
滑
な
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
OB
先
輩
方
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
若

手
の
育
成
と
青
年
会
の
更
な
る
発
展
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
四
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

こ
こ
か
ら
は
新
役
員
へ
の
期
待
を
込
め
て
、
ご
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

 【【
副副
会会
長長
】】  

  

大大
将将
軍軍
八八
神神
社社  

生生
嶌嶌
紀紀
之之  

君君  

 

無
理
を
言
っ
て
ご
迷
惑
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。 

い
て
も
ら
え
る
だ
け
で
安
心
で
き
ま
す
。 

  

八八
坂坂
神神
社社  

東東
條條
貴貴
史史  

君君  
  

や
る
こ
と
に
は
や
る
男
、
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。 

  

石石
清清
水水
八八
幡幡
宮宮  

林林
秀秀
明明  

君君  

青
年
会
の
若
手
を
担
う
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
。 

【【
事事
務務
局局
長長
】】  

  

平平
安安
神神
宮宮  

室室
川川
豊豊
史史  

君君  

 

責
任
も
仕
事
量
も
多
い
役
職
で
す
が
、
引
き
受
け
て 

 
 
 

 

 

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
。
肺
に
穴
が
開
か
な
い
よ
う 

 

無
理
せ
ず
共
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

【【
会会
計計
局局
長長
】】  

  

伏伏
見見
稲稲
荷荷
大大
社社  

馬馬
渕渕
義義
之之  

君君  
  

事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
な
が
ら
お
金
の
使
い
方

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
か
も
。 

【【
組組
織織
委委
員員
長長
】】  

  

松松
尾尾
大大
社社  

進進
藤藤
恵恵
太太
郎郎  

君君  

最
年
少
委
員
長
で
気
負
い
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
皆
で
助
け
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

【【
教教
化化
委委
員員
長長
】】  

  

伏伏
見見
稲稲
荷荷
大大
社社  

廣廣
達達
哉哉  

君君  

 

神
社
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
教
化
活
動

の
第
一
歩
で
す
。
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

【【
事事
業業
委委
員員
長長
】】  

  

八八
坂坂
神神
社社  

福福
本本
翔翔
一一
郎郎  

君君  

 

事
業
委
員
は
今
後
の
運
営
の
要
に
な
り
ま
す
。
新
規

事
業
期
待
し
て
い
ま
す
。 

【【
広広
報報
委委
員員
長長
】】  

  

貴貴
船船
神神
社社  

櫻櫻
井井
孝孝
嘉嘉  

君君  

 

情
報
の
発
信
は
今
後
SNS
等
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
そ

の
発
展
を
お
助
け
く
だ
さ
い
。 

【【
渉渉
外外
委委
員員
長長
】】  

  

吉吉
田田
神神
社社  

森森
川川
知知
樹樹  

君君  
  

他
団
体
と
の
交
流
は
気
を
遣
う
作
業
で
す
が
、
そ
の

分
顔
も
広
く
な
り
ま
す
。
気
負
い
す
ぎ
な
い
よ
う
。 

【【
親親
睦睦
委委
員員
長長
】】  

  

賀賀
茂茂
別別
雷雷
神神
社社  

山山
名名
智智
之之  

君君  

 

コ
ロ
ナ
渦
で
希
薄
に
な
っ
た
交
流
の
機
会
を
取
り

戻
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

【【
事事
務務
局局
次次
長長
】】  

  

石石
清清
水水
八八
幡幡
宮宮  

私私
市市
靖靖  

君君  

 

細
か
い
点
ま
で
気
が
付
く
縁
の
下
の
力
持
ち
で
す
。 

【【
会会
計計
局局
次次
長長
】】  

  

平平
安安
神神
宮宮  

髙髙
井井
真真
幸幸  

君君  

 

少
し
ず
つ
神
青
の
全
体
の
流
れ
を
把
握
し
て
も
ら

え
た
ら
大
丈
夫
。 

【【
監監
事事
】】  

長長
岡岡
天天
満満
宮宮  

有有
持持
圭圭
祐祐  

君君  

 

私
に
足
り
な
い
部
分
を
カ
バ
ー
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。 

御御
嶽嶽
教教
末末
廣廣
教教
会会  

北北
川川
真真
喜喜
子子  

ささ
んん  

 

近
畿
、
全
国
に
注
力
で
き
る
よ
う
京
都
の
こ
と
は
頑

張
り
ま
す
。 

会会
員員
情情
報報  

○
ご
誕
生 

馬
淵 

貴
裕 

さ
ん 

（
愛
宕
神
社
） 

 
 

二
男 

彬
生
（
よ
し
き
）
く
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
七
月
四
日
生 

   

次
号
予
告 

 
 

突
撃
！
宿
直
の
晩
ご
は
ん 

 

こ
ん
ば
ん
は
、（
夜
の
設
定
）
ヨ
ネ
ス
ケ
な
ら
ぬ
「
ケ

イ
ス
ケ
」
で
す
。
同
名
の
方
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
や
や

こ
し
く
て
す
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
日
頃
社
務
に
励

ん
で
い
る
皆
様
の
宿
直
の
英
気
を
養
う
晩
御
飯
を
ご

紹
介
し
ま
す
・
・
・
宿
直
中
に
突
撃
す
る
事
が
実
際
に

は
叶
わ
な
い
の
が
大
変
悔
し
い
で
す
が
、
次
号
か
ら
た

っ
ぷ
り
と
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
悪
し
か

ら
ず
・
・
・ 

       

編

集

後

記 

こ
こ
か
ら
二
年
間
、
皆
様
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
運
営
に
務

め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
今
月
に
控
え
る
OB
懇
親
会
！
今
の
会

員
に
は
こ
ん
な
子
が
お
る
ん
や
っ
て
思
っ
て
貰
え
る
よ
う
な
会

に
す
る
べ
く
精
一
杯
準
備
進
め
て
参
り
ま
す
！ 
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御
嶽
教
青
年
部
と
の
交
流
会

令
和
五
年
六
月
二
十
三
日（
金
）八
坂
神
社
に
於

い
て
渉
外
委
員
会
主
催「
他
団
体
交
流
会
」が
開
催

さ
れ
、当
会
か
ら
は
北
川
会
長
以
下
十
三
名
が
出
席

し
、御
嶽
教
青
年
部
か
ら
は
安
井
部
長
様
以
下
九
名

の
参
加
を
得
た
。

初
め
に
八
坂
神
社
を
正
式
参
拝
し
、東
條
事
務

局
長
よ
り
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
御
本
殿
、外
陣
周
り

を
ご
案
内
頂
き
、普
段
見
る
事
が
出
来
な
い
裏
側
も

拝
観
し
参
加
者
一
同
見
入
っ
て
い
た
。

次
に
常
磐
新
殿
に
場
所
を
移
し
八
坂
神
社 

野
村

明
義
宮
司
様
よ
り
祇
園
信
仰
や
暦
神
祇
園
暦
な
ど

八
坂
神
社
の
様
々
な
神
事
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
一

時
間
程
ご
講
演
を
頂
い
た
。特
に
八
坂
神
社
の
本
殿
下
に
百
五
十
メ
ー
ト
ル
程
の
井

戸
が
あ
っ
た
の
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

続
く
懇
親
会
は
御
嶽
教 

北
川
茂
廣
管
長
様（
当
会
元
副
会
長
）か
ら
ご
提
供
頂
い

た
日
本
酒
で
同
氏
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
で
始
ま
り
、自
己
紹
介
を
一
分
以
内
で
と
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
あ
っ
た
が
手
短
に
終
わ
る
人
も
い
れ
ば
三
分
ぐ
ら
い
喋
る
人
と
様
々
で
あ
っ

た
。結

び
に
御
嶽
教
青
年
部
安
井
運
樹
部
長
様
よ
り
各
社
の
隆
昌
と
会
員
益
々
の
ご
健

勝
を
祈
念
さ
れ
散
会
と
な
っ
た
が
場
所
は
祇
園
…
各
々
更
に
懇
親
を
深
め
る
べ
く
夜

の
街
に
消
え
て
行
っ
た
。

（
賀
茂
別
雷
神
社  

山
名　

智
之
）

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
収
益
金
を
京
都
府
へ
寄
付

　

令
和
五
年
七
月
六
日
北
川
会
長
と
林
渉
外

委
員
長
の
両
名
が
京
都
府
庁
舎
内
京
都
府
文

化
生
活
部
安
心
･
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

を
訪
問
し
、当
会
渉
外
事
業
の
一
環
と
し
て
五
月

に
北
野
天
満
宮
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
の
収
益
金
三
十
万
円
を
寄
付
し
た
。

京
都
府
文
化
生
活
部
長
様
か
ら
感
謝
状
を

頂
戴
し
、懇
談
で
は
府
下
の
交
通
事
故
等
の

推
移
な
ど
を
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。コ
ロ
ナ
禍

も
和
ら
ぎ
人
々
の
往
来
が
増
え
た
た
め
か
、

事
故
発
生
の
件
数
は
昨
年
と
比
べ
増
加
傾
向

に
あ
る
と
い
う
。引
き
続
き
府
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
交
通

安
全
運
動
の
推
進
の
た
め
、有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
感
謝
の
辞
を
頂

戴
し
た
。

ま
た
林
秀
明
渉
外
委
員
長
か
ら
は「
我
々
青
年
会
の
若
い
力
を
こ
の
事
業
に
注
ぎ
、

府
下
の
社
会
福
祉
や
交
通
安
全
推
進
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
継
続
し
て
い
き
た
い
」と

力
強
い
言
葉
が
聞
か
れ
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、当
会
渉
外
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
、ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
へ
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

（
貴
船
神
社　

櫻
井　

孝
嘉
）

の
あ
る
形
に
な
っ
て
く
る
と
歓
声
が
上
が
り
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

縁
日
の
雰
囲
気
に
触
れ
な
が
ら
、改
め
て
お
祭
り
や
当
事
業
の
重
要
性
を
感
じ
た

良
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
松
尾
大
社　

山
本　

晃
大
）

　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー

当
会
事
業
委
員
会
で
は
、毎
年
恒
例
の
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
を
、ブ
ラ
イ
ダ
ル
ハ
ウ
ス・

オ
エ
様
、タ
カ
ミ
ブ
ラ
イ
ダ
ル（
高
見
株
式
会
社
）様
、キ
ョ
ウ
カ
ネ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

（
株
式
会
社
京
鐘
）様
の
御
協
賛
、御
協
力
の
も
と
作
成
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
タ
カ
ミ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
様
御
担
当
の
下
、フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
松
本
に
て
当
会
会

員
の
お
子
様
四
名
に
モ
デ
ル
を
務
め
て
い
た
だ
き
、か
わ
い
ら
し
い
お
姿
の
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

尚
、作
成
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
、京
都
府
下
各
神
社
等
に
頒
布
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
北
野
天
満
宮　

堀
川　

雄
夫
）

事
業
委
員
会

渉
外
委
員
会

渉
外
委
員
会
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親
睦
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日
、北
区
は
上
賀
茂
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
四
階
の
上
賀
茂
パ
ル
ケ

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
に
て
、親
睦
委
員
会
主
催「
親
睦
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」が
会
員
中
心

に
男
女
二
十
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

山
名
親
睦
委
員
長
か
ら
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、始
ま
っ
た
今
回
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
は
、参
加
者
を
三
チ
ー
ム
に
分
け
て
の
チ
ー
ム
対
抗
総
当
た
り
戦
で
勝
敗
を
競
い

合
っ
た
。

準
備
運
動
に
少
し
時
間
を
割
い
た
と
は
い
え
序
盤
は
皆
動
き
が
硬
く
パ
ス
回
し
も

ぎ
こ
ち
な
い
よ
う
だ
っ
た
が
徐
々
に
体
も
温
ま
っ
て
き
た
頃
に
は
球
際
で
の
競
り
合
い

や
、パ
ス
が
つ
な
が
っ
て
か
ら
シ
ュ
ー
ト
ま
で
の
素
早
い
展
開
も
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
同
士
の
連
携
が
噛
み
合
っ
た
プ
レ
イ
も
見
え
始
め
た
。

ど
の
チ
ー
ム
と
も
拮
抗
し
た
試
合
展
開
で
勝
敗
も
僅
差
で
あ
っ
た
が
、特
に
そ
こ
に

執
着
せ
ず
、久
々
の
チ
ー
ム
競
技
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

束
の
間
の
大
会
で
あ
っ
た
が
、怪
我
等
無
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
え
る
事
が
出
来
、

普
段
余
り
お
話
し
す
る
機
会
の
な
い
先
輩
方
や
後
輩
と
も
言
葉
を
交
わ
し
、当
事
業

の
趣
旨
で
あ
る
親
睦
を
図
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

私
自
身
は
奉
職
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
大
人
数
で
集
ま
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
に
勤
し
む
時
間
が
減
っ
て
い
た
為
、参
加
出
来
た
こ
と
で
大
変
有
意
義
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
。

（
貴
船
神
社　

稲
川　

昌
孝
）

　
令
和
五
年
度
定
例
総
会
並
び
に
研
修
会

去
る
令
和
五
年
六
月
五
日
、梅
田
の
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
於
い
て

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会「
定
例
総
会
並
び
に
研
修
会
」が
催
さ
れ
、研
修
会

で
は「
大
阪
の
笑
い
と
文
化
〜
芸
人
か
ら
学
ぶ
生
き
様
〜
」を
演
題
に
漫
才
作
家
・
よ

し
も
と
Ｎ
Ｓ
Ｃ
講
師
の
本
多
正
識
先
生
を
お
招
き
し
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

し
ゃ
べ
り
の
プ
ロ
と
呼
ば
れ
る
芸
人
さ
ん
を
育
成
す
る
よ
し
も
と
Ｎ
Ｓ
Ｃ
講
師
で
あ

ら
れ
る
本
多
先
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、ご
自
身
の
人
生
経
験
か
ら
長
い
療
養
生
活
の

中
で
漫
才
に
出
会
い
物
事
に
は
全
て
意
味
が
あ
る
と
解
釈
し
、病
気
に
な
ら
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、外
の
世
界
を
知
り
今
が
あ
る
の
だ
と
芸
人
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
肯
定
的
な
思
考
に
変
換
し
て
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
大
切
だ
と
仰
っ
た
。

そ
の
中
で
人
と
の
付
き
合
い
も
相
手
へ
の
見
る
角
度
を
変
え
て
、少
し
退
い
て
俯
瞰

的
に
視
る
こ
と
で
相
手
の
良
い
所
で
あ
っ
た
り
、

違
う
所
が
見
え
て
き
て
、そ
れ
が
大
喜
利
に
も

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
と
仰
り
、日
頃
の

自
分
自
身
の
行
い
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
出

来
た
。仕
事
に
対
す
る
臨
み
方
と
し
て
先
ず
相

手
の
こ
と
を
思
い
や
り
気
遣
い
が
出
来
る
こ
と

で
よ
り
良
い
仕
事（
漫
才
）が
出
来
る
と
仰
り
、

全
て
の
物
事
に
対
し
て
全
力
で
臨
む
大
切
さ

を
教
わ
っ
た
。演
題
で
あ
る
笑
い
と
文
化
に
つ

い
て
先
生
は
大
阪
特
有
の
ユ
ー
モ
ア
な
気
質

を
分
か
り
易
く
お
話
い
た
だ
き
、漫
才
を
取

り
巻
く
歴
史
的
な
背
景
や
当
時
の
実
情
と
生

活
を
考
察
さ
れ
た
上
で
、一
番
大
事
に
す
べ
き

こ
と
は
日
頃
の
挨
拶
で
あ
り
ど
ん
な
有
名
な

芸
人
さ
ん
で
あ
っ
て
も
謙
虚
な
姿
勢
や
ひ
た

む
き
に
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
我
々
が
よ
く
知
る
芸
人
さ
ん
達
の

先
生
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
か
ら
伺
い
知
る
こ

と
が
出
来
た
。

最
後
に
芸
人
さ
ん
の
世
界
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
い
が
、上
に
は
上
が
い
る
と
い
う
考
え

を
忘
れ
て
し
ま
う
と
気
持
ち
が
天
狗
に
な
っ

て
し
ま
い
消
え
た
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
。止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
成
長
・
進
化
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、楽
し
い
上
昇
志
向
の
考
え
を
も
っ
て
今
よ
り
も
更
に
よ
い

自
分
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
日
々
社
務
に
励
む
我
々
青
年
神
職
に
向
け
て

温
か
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
り
、大
変
意

義
深
い
研
修
会
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、定
例
総
会
で
は
当
番
府
県
で
あ

る
大
阪
府
神
道
青
年
会
西
川
直
樹
会
長
よ
り
、

「
こ
の
一
年
間
、食
と
笑
い
を
テ
ー
マ
に
研
修
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。青
年
会
活
動
が

よ
り
一
層
活
発
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」と
挨
拶
の
後
、御
来
賓
で
あ
る
大
阪

府
神
社
庁
長
藤
江
正
謹
様
、神
道
青
年
全
国

協
議
会
会
長
大
鳥
居
良
人
様
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

御
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。次
に
議
事
に
移
り
、

近
畿
地
区
報
告

親
睦
委
員
会
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ご
指
導
頂
き
、禊
場
に
て
禊
業
法
を
、拝
殿
に
お
い
て
は
鎮
魂
行
法
を
、そ
れ
ぞ
れ
十

二
日
夕
刻
と
十
三
日
早
朝
に
習
い
修
め
た
。

二
日
目
の
勉
強
会
で
は
税
理
士
の
松
尾
潤
先
生
に
ご
登
壇
頂
き「
税
理
士
か
ら
見

た
中
小
企
業
の
挑
戦
」を
テ
ー
マ
に
、普
段
神
社
の
中
か
ら
で
は
見
え
て
こ
な
い
、税
理

士
の
先
生
な
ら
で
は
の
見
方
か
ら
、世
の
中
の
経
済
に
つ
い
て
ご
講
演
賜
っ
た
。

今
回
四
年
ぶ
り
に
二
日
間
に
亘
っ
て
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、延
べ
十
七
名
と

比
較
的
少
数
で
の
参
加
で
は
あ
っ
た
が
意
欲
的
に
望
む
こ
と
が
出
来
た
。禊
業
法
は
勿

論
の
こ
と
な
が
ら
、石
上
神
宮
で
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
鎮
魂
行
法
、布
瑠
部
の
神

業
を
石
上
神
宮
の
拝
殿
で
体
感
出
来
た
こ
と
は
何
に
も
代
え
難
い
経
験
と
な
っ
た
。日

頃
奉
仕
す
る
中
で
つ
い
忘
れ
が
ち
な
神
道
の「
宗
教
」と
し
て
の
強
い
側
面
を
肌
に
感

じ
、思
い
出
す
こ
と
が
出
来
た
。ご
指
導
頂
い
た
話
の
中
に
も
あ
っ
た
が
、神
社
、ひ
い
て

は
神
道
に
お
い
て
も
特
に
重
要
で
あ
る
近
畿
の
神
社
で
奉
職
を
し
て
い
る
と
い
う
誇
り

を
忘
れ
ず
、日
々
努
め
て
い
き
た
い
。

結
び
に
、こ
の
場
を
お
借
り
致
し
ま
し
て
本
研
修
会
開
催
に
あ
た
り
、石
上
神
宮
様

を
は
じ
め
と
し
て
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
奈
良
県
神
道
青
年
会
の
皆
様
に
は
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
伏
見
稲
荷
大
社　

廣　

達
哉
）

　
神
宮･

奈
良
と
の
親
善
試
合
（
野
球
部
）

令
和
五
年
七
月
十
八
日
、大
仏
山
公
園
野
球
場
に
於
い
て
、神
宮
・
奈
良
と
の
親

善
野
球
大
会
が
行
わ
れ
た
。こ
の
日
の
最
高
気
温
三
七
．三
度
。四
十
度
に
迫
る
危
険

な
暑
さ
の
為
、約
一
時
間
三
回
裏
ま
で
を
目
安
に
総
当
た
り
戦
で
試
合
が
行
わ
れ
た
。

イ
ニ
ン
グ
が
短
く
な
っ
た
と
は
い
え
、熱
中
症
と
怪
我
に
は
十
分
注
意
し
た
い

と
こ
ろ
。

第
一
試
合
、奈
良
対
神
宮
両
者
熱
狂
す
る

攻
防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
神
宮
が
勝
利
を

収
め
た
。試
合
の
刺
激
を
受
け
、高
鳴
る
鼓
動

を
紛
ら
わ
す
よ
う
に
ア
ッ
プ
を
入
念
に
行
い

京
都
初
戦
。京
都
対
神
宮
、初
回
京
都
攻
撃
。

立
ち
上
が
り
甘
く
入
っ
た
ボ
ー
ル
を
狙
い
打

席
を
つ
な
ぎ
長
打
で
二
点
を
先
制
。打
線
の

援
護
も
あ
り
、守
備
で
は
先
発
投
手
の
剛
速

球
で
神
宮
打
線
を
一
失
点
で
抑
え
る
も
、迎

え
た
最
終
回
三
回
裏
。三
対
一
で
京
都
が

リ
ー
ド
。酷
暑
の
せ
い
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
定
ま
ら
ず
フ
ァ
ー
ボ
ー
ル
で
ラ
ン
ナ
ー
を

許
す
と
、味
方
の
エ
ラ
ー
が
重
な
り
逆
転
負
け
。神
宮
に
敗
北
を
喫
し
て
し
ま
う
。悔

し
い
思
い
と
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
思
い
と
で
、更
に
闘
志
を
燃
や
し
奈
良
戦
に
臨
む
。

京
都
・
奈
良
両
チ
ー
ム
と
も
に
あ
と
が
な
い
最
終

戦
。奈
良
の
攻
撃
か
ら
始
ま
り
、京
都
は
守
備
か
ら

リ
ズ
ム
を
作
り
攻
撃
に
繋
ぎ
た
い
と
こ
ろ
。立
ち
上

が
り
一
番
バ
ッ
タ
ー
を
三
振
で
抑
え
る
と
、ス
ト

レ
ー
ト
と
カ
ー
ブ
の
球
種
を
使
い
分
け
、外
角
中
心

の
配
球
で
打
た
せ
て
取
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
一
、二
回

と
奈
良
打
線
を
無
失
点
で
打
ち
取
る
。ま
た
野
手

の
好
プ
レ
ー
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
助
け
、試
合
の
流
れ

は
完
全
に
京
都
に
傾
い
た
。守
備
で
主
導
権
を
握
り
、

打
撃
で
も「
後
ろ
に
繋
ぐ
」と
い
う
思
い
で
上
位
打

線
下
位
打
線
と
も
に
快
打
を
量
産
し
、一
回
か
ら
三

大
阪
府
神
道
青
年
会
長
西
川
直
樹
会
長
が
議
長
を
務
め
ら
れ
、次
期
会
長
に
滋
賀
県

神
道
青
年
会
か
ら
多
賀
大
社
の
野
上
浩
司
く
ん
を
始
め
、京
都
府
神
道
青
年
会
か
ら

御
嶽
教
末
廣
教
会
の
北
川
真
喜
子
さ
ん
、兵
庫
県
神
道
青
年
会
よ
り
西
宮
神
社
の

吉
井
良
迪
く
ん
二
名
が
副
会
長
に
選
出
さ
れ
、役
員
改
正
の
件
、異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。上
程
さ
れ
た
他
の
議
案
に
つ
い
て
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
閉
会
と
な
り
、野
上

新
会
長
の
下
、新
し
い
役
員
で
の
二
年
間
が
始
ま
っ
た
。

（
祝
園
神
社　

宮
城　

登
志
夫
）

　
近
畿
地
区
野
球
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
大
会

令
和
五
年
六
月
六
日
、神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
親
睦
野
球
大
会
が
、大

阪
府
当
番
の
元
浜
寺
公
園
軟
式
野
球
場
で
行
わ
れ
る
…
予
定
で
あ
っ
た
が
、当
日
は

生
憎
の
雨
予
報
を
受
け
て
、ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
堺
駅
前
店
に
て
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
に
変
更
と
な
っ
た
。

大
会
当
日
、大
阪
府
神
道
青
年
会
会
長
を
務
め

る
津
嶋
部
神
社
、西
川
直
樹
様
の
司
会
進
行
の
下
、

大
会
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。本
大
会
は
二
ゲ
ー
ム

を
行
い
、ア
ベ
レ
ー
ジ
を
競
い
合
う
ル
ー
ル
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
終
了
後
は
、会
場
を
大
鳥
大
社
参

集
殿
に
移
し
大
鳥
大
社 

水
無
瀬
忠
俊
宮
司
様
よ
り

ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、皆
が

待
ち
か
ね
た
結
果
発
表
が
行
わ
れ
た
。京
都
府
は
健

闘
し
た
が
惜
し
く
も
二
位
。優
勝
は
二
年
連
続
奈

良
県
神
道
青
年
会
に
渡
す
結
果
と
な
っ
た
。

来
年
は
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
る
事
を
祈
り
つ
つ
、悲
願
の
京
都
府
優
勝
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
う
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
順
位

一 

位 

奈
良
県

二
位 

京
都
府

三
位 

大
阪
府

四
位 

滋
賀
県

五
位 

兵
庫
県

六
位 

和
歌
山
県

（
松
尾
大
社　

阿
部　

昂
司
）

　
禊
鎮
魂
錬
成
研
修
会

去
る
七
月
十
二
日
、十
三
日
、神
道
青
年
近

畿
地
区
連
絡
協
議
会
の
事
業
で
あ
る「
禊
・
鎮
魂

錬
成
研
修
会
」が
奈
良
県
神
道
青
年
会
主
催
の

下
、奈
良
県
天
理
市
の
石
上
神
宮
に
て
開
催
さ

れ
た
。

本
研
修
会
に
は
近
畿
各
府
県
の
神
道
青
年
会

よ
り
十
七
名
の
会
員
が
参
加
し
、当
会
か
ら
は

三
名
が
参
加
し
た
。

一
日
目
、研
修
会
の
開
催
に
あ
た
り
拝
殿
に
て

正
式
参
拝
、開
講
式
が
行
わ
れ
た
。そ
の
後
、石

上
神
宮
の
道
上
昌
幸
先
生
に
禊
・
鎮
魂
行
法
を
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府
四
県
の
神
職
達
が
懇
親
を
深
め
る
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
、田
中
国
男
参
与
様

の
笑
い
の
あ
る
締
め
の
挨
拶
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
平
安
神
宮　

室
川　

豊
史
）

　
皇
室
関
連
施
設
清
掃
奉
仕

恒
例
の
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
、皇
室
関
連
施
設
清
掃
奉
仕
が
令
和
五

年
十
月
五
日
京
都
御
所
に
て
開
催
さ
れ
た
。本
年
の
清
掃
奉
仕
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
初

め
て
通
常
通
り
各
単
位
会
よ
り
参
加
者
を
募
っ
た
上
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

残
暑
の
厳
し
さ
は
例
年
に
も
増
し
て
九
月
下
旬
ま
で
続
い
て
い
た
が
、十
月
に
日
程

が
入
り
込
ん
だ
清
掃
奉
仕
の
当
日
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
肌
寒
い
朝
で
あ
っ
た
。強
い
雨
の

心
配
は
無
い
も
の
の
曇
天
の
な
か
、予
定
通
り
の
実
施
と
な
っ
た
。

清
掃
場
所
は
非
公
開
と
な
っ
て
お
り
詳
細
は

控
え
る
が
、御
殿
の
裏
手
と
な
る
よ
う
な
場
所
で

海
外
か
ら
の
要
人
の
駐
車
場
所
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
と
い
う
。裏
手
で
あ
る
の
で
雑
草
も
少
し

伸
び
、落
ち
葉
も
積
も
っ
て
い
た
が
、も
の
言
わ

ぬ
庭
の
よ
う
な
情
景
で
あ
っ
た
。各
々
熊
手
を
手

に
と
る
と
、慣
れ
た
手
付
き
で
手
際
よ
く
作
業
を

進
め
て
い
く
。人
員
も
多
く
、進
行
は
担
当
技
官

の
想
定
を
超
え
て
い
た
よ
う
で
、準
備
さ
れ
た
区

画
は
次
々
と
完
了
し
て
い
っ
た
。

控
室
で
は
宮
内
庁
京
都
事
務
所
の
足
立
次
長

様
よ
り
謝
辞
を
賜
り
、コ
ロ
ナ
禍
を
終
え
て
一
般

拝
観
を
再
開
し
た
京
都
御
所
の
現
状
を
ご
説
明

頂
い
た
。

午
後
か
ら
は
庭
園
部
に
よ
る
京
都
御
所
内
を

案
内
い
た
だ
き
、非
公
開
場
所
の
み
な
ら
ず
一
般

公
開
の
紫
宸
殿
も
技
官
に
よ
る
丁
寧
な
説
明
と
、

各
自
の
質
問
に
も
親
切
に
お
答
え
い
た
だ
き
非

常
に
実
り
あ
る
拝
観
と
な
っ
た
。

京
都
御
所
で
の
行
程
は
想
定
よ
り
も
早
く
午

後
三
時
に
は
終
了
し
た
。当
日
の
冷
涼
な
気
候

に
よ
り
入
浴
は
不
要
、代
わ
り
に
京
都
観
光
に

繰
り
出
す
者
多
数
と
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
は
懇
親
会
ま
で
の
時
間
を
有
意
義
に
過
ご
し

た
よ
う
で
あ
っ
た
。

午
後
五
時「
ビ
ア
サ
ー
テ
ィ
京
都
」に
再
び
集
合
し
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。会
員

同
士
の
親
睦
、ま
た
氏
子
青
年
連
合
会
会
員
と

の
親
睦
も
深
め
ら
れ
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、盛
会
の
内
に
散
会
と
な
っ
た
。

結
び
に
、清
掃
奉
仕
の
受
け
入
れ
、ま
た
準
備

や
当
日
の
対
応
を
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た

宮
内
庁
京
都
事
務
所
関
係
各
位
に
は
篤
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（

吉
田
神
社　

森
川　

知
樹
）

回
ま
で
で
五
点
を
取
る
結
果
と
な
っ
た
。最
終
回
こ
の
回
守
り
切
れ
ば
勝
利
を
つ
か

む
こ
と
が
出
来
る
が
、奈
良
打
線
も
黙
っ
て
は
い
な
い
。ノ
ー
ア
ウ
ト
、ラ
ン
ナ
ー
を

許
す
と
次
の
バ
ッ
タ
ー
に
甘
く
入
っ
た
ス
ト
レ
ー
ト
を
打
た
れ
、レ
フ
ト
を
優
に
超
え

る
特
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
た
れ
て
し
ま
う
。二
点
を
取
ら
れ
徐
々
に
差
を
詰
め
て
き

た
が
、そ
の
後
焦
ら
ず
一
つ
一
つ
ア
ウ
ト
を
と
り
、五
対
二
で
京
都
が
見
事
に
勝
利
を

飾
っ
た
。

京
都
は
準
優
勝
で
、京
都
・
奈
良
・
神
宮
親
善
野
球
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。酷
暑
の

中
で
開
催
さ
れ
た
今
大
会
だ
っ
た
が
、ど
の
チ
ー
ム
も
暑
さ
に
負
け
な
い
闘
志
溢
れ

る
チ
ー
ム
ば
か
り
だ
っ
た
。

（
城
南
宮  

加
藤　

秀
紀
）

　
第
一
回
連
絡
会
並
び
に
研
修
会
報
告

令
和
五
年
年
九
月
四
日
、西
宮
神
社
会
館
に
於
い
て
令
和
五
年
度
第
一
回
連
絡
会

並
び
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

連
絡
会
で
は
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議

会
野
上
浩
司
会
長
、当
番
府
県
で
あ
る
澤
田
政

彰
兵
庫
県
神
道
青
年
会
会
長
の
両
名
に
よ
る
挨

拶
に
始
ま
り
、ご
来
賓
の
兵
庫
県
神
道
青
年
会

旺
美
会
代
表
幹
事
花
木
克
己
様
、神
道
青
年
近

畿
地
区
連
絡
協
議
会
参
与
岸
田
清
義
様
よ
り
御

祝
辞
を
頂
い
た
。そ
の
後
、中
央
報
告
・
神
青
協

事
業
委
員
会
・
神
青
協
神
宮
啓
発
委
員
会
、神

青
協
周
年
委
員
会
、近
畿
地
区
事
業
委
員
会
・

各
単
位
会
其
々
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ
た
。

研
修
会
で
は
、「
防
災
」が
テ
ー
マ
と
今
年
度

当
番
で
あ
る
兵
庫
県
か
ら
聞
い
て
い
た
通
り
、神
戸
市
都
市
局
の
小
塚
満
幹
先
生
よ
り

「
防
災
対
策
の
必
要
性
～
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
て
改
め
て
思
う
こ
と
」に
つ
い
て
ご

講
演
頂
い
た
。阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、神
戸
市
は
震
災
の
経
験
を
生
か
し
、「
自
助

七
割
」「
共
助
二
割
」「
公
助
一
割
」を
教
訓
に
掲
げ
、数
々
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た

と
説
明
さ
れ
た
。防
災
施
設
の
築
造
は
も
と
よ
り
、市
民
が
自
助
共
助
で
き
る
環
境
整

備
こ
そ
が
公
的
機
関
と
し
て
一
番
の
課
題
で
あ
り
、そ
れ
こ
そ
が
神
戸
市
が
震
災
後
最

も
力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
と
感
じ
た
。

又
、今
回
は
連
絡
会
に
先
立
っ
て
、

西
宮
神
社
御
本
殿
に
て
正
式
参
拝

を
さ
せ
て
頂
き
、吉
井
良
英
権
宮
司

様
よ
り
御
高
話
を
拝
聴
し
た
。

懇
親
会
で
は
吉
井
権
宮
司
様
の

乾
杯
の
ご
挨
拶
に
始
ま
り
、近
畿
二
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令
和
三
・
四
年
度
神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
神
宮
啓
発
委
員
活
動
報
告

　
神
宮
写
真
展
に
つ
い
て

従
来
の
本
事
業
は
、地
区
単
位
会
の
依
頼
を
受
け
て
写
真
パ
ネ
ル
を
貸
し
出
す
、と

い
う
受
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
各
地
区
単
位
会
活
動
の

運
営
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、神
青
協
と
し
て
も
本
格
的
な
地
区
単
位
会
活
動

の
再
開
に
向
け
て
一
助
と
な
る
べ
く
、令
和
四
年
度
に
お
い
て
は
全
国
地
区
単
位
会
と

神
宮
啓
発
委
員
会
の
共
同
開
催
で
写
真
展
を
開
催
し
た
。私
は
福
井
県
及
び
岡
山
県

で
開
催
さ
れ
た
同
事
業
に
神
宮
啓
発
委
員
と
し
て
参
加
し
た
。

福
井
県
で
は
、福
井
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
一
角
を
お
借
り
し
、十
月
二
十

七
日
よ
り
の
三
日
間
で
約
八
百
名
の
来
場
が
あ
っ
た
。岡
山
県
で
は
、十
二
月
七
、八
日

の
二
日
間
岡
山
市
内
の
能
楽
堂
ホ
ー
ル
を
借
り
、写
真
展
に
併
せ
て
特
別
な
御
朱
印

帳
づ
く
り
、装
束
着
付
け
体
験
、雅
楽
演
奏
な
ど
も
実
施
、約
五
百
名
が
来
場
し
た
。

本
事
業
を
通
し
て
、広
く
一
般
の
方
に
神
宮
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
う
。と
り
わ
け
、若
年
層
の
方
で
も
、「
神
宮
に
興
味
が
わ
い
た
」、「
家
族

で
お
参
り
し
た
い
」と
い
っ
た
感
想
を
述
べ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
点
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

今
後
の
神
宮
啓
発
委
員
会
に
お
い
て
も
本
事
業
が
継
続
さ
れ
、よ
り
良
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
吉
田
神
社　

岸
本　

賢
彦
）

　
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
報
告

神
社
本
庁
に
於
い
て
令
和
五
年
八
月
二
十
二
・

二
十
三
日
の
二
日
間
に
渡
り
、「
令
和
五
年
度
神

道
青
年
全
国
協
議
会
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ

れ
た
。

今
回
の
研
修
テ
ー
マ
と
し
て
、「
不
易
流
行
～
し

な
や
か
な
る
変
化
、恐
れ
ず
に
前
へ
～
」と
い
う
主

題
の
も
と
、三
名
の
講
師
か
ら
様
々
な
視
点
で
ご

講
話
を
い
た
だ
い
た
。

第
一
講
で
は「
全
国
一
万
社
を
巡
っ
た
僕
が
感
じ

た
神
社
の
未
来
」と
題
し
て
、メ
デ
ィ
ア
で
も
神
社
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
活
躍
中
の
佐
々
木

優
太
先
生
に
ご
講
演
を
賜
っ
た
。

参
拝
者
と
神
社
、神
主
と
の
距
離
感
や
ギ
ャ
ッ
プ
、認
識
の
違
い
に
つ
い
て
、一
般
の

人
は
神
社
を
サ
ー
ビ
ス
業
だ
と
思
っ
て
い
る
。認
識
が
違
う
人
達
に
ど
れ
だ
け
広
報
活

動
を
し
て
も
差
は
埋
ま
ら
な
い
、神
社
に
人
が
来
る
こ
と
で
な
く
、町
が
発
展
す
る
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
具
体
的
な
指
摘
を
頂
戴
し
た
。

第
二
講
で
は「
国
内
・
訪
日
旅
行
者
に
と
っ
て
の
神
社
と
は
」と
題
し
て
、訪
日
外
国

人
ガ
イ
ド
の
斉
田
友
紀
先
生
に
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
。外
国
人
観
光
客
側
か
ら
見
た

神
社
の
印
象
や
何
を
期
待
し
て
来
訪
し
て
い
る
の
か
、と
い
う
話
を
数
字
や
デ
ー
タ
を

元
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

海
外
の
方
、と
一
括
り
に
す
る
の
で
な
く
国
ご
と

に
目
的
や
興
味
を
持
つ
も
の
が
違
う
と
い
う
事
を

意
識
し
て
、神
社
と
そ
の
地
域
が
提
供
出
来
る
強

み
を
発
掘
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
三
講
で
は「
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」～
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
と
漁
師
た
ち
が
挑
ん
だ
船
団
丸
の
奇

跡
～
と
題
し
て
福
島
県
の
漁
港
の
復
興
に
尽
力
さ

れ
た
坪
内
知
佳
先
生
に
、そ
の
体
験
談
を
語
っ
て
い

た
だ
い
た
。目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
、ど
の
よ
う
に
行
動
に
移

し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、「
こ
う
な
り
た
い
」と
い
う
想
い
を
明
確
化
し
、周
囲
を
豊
か
に

導
く
指
導
力
を
我
々
青
年
神
職
も
兼
ね
備
え
、見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、我
々
青

年
神
職
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
護
持
し
な

が
ら
も
、変
化
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、何
が
出
来

る
か
を
見
極
め
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
た
。（

豊
國
神
社　

𠮷
田　

武
洋
）

中
央
報
告
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新入会員紹介 ・氏名 　①生年月日　 ②出身地　 ③奉職先
　　　　④もし神職じゃなかったら？

亀
か め や ま

山  伊
い

織
お り

高
た か

井
い

  陸
り く

高
た か は ら

原  佳
よ し

暉
き

宮
み や も と

本  豊
と よ つ ぐ

嗣

小
お

澤
ざ わ

  俊
しゅんぺい

平

木
き の し た

下  和
か ず

真
ま

野
の

村
む ら

  侑
ゆ う

希
き

塩
し お ざ き

﨑  崇
た か ひ ろ

弘

水
み な せ

無瀬  忠
た だ ふ み

史

竹
た け や ま

山  真
ま ゆ こ

由子

石
い し

井
い

  千
ち か

佳 友
と も

田
だ

  啓
の り つ ぐ

嗣河
かわかみ

上 定
さだあき

秋ニキータ

野
の

村
む ら

  和
わ

奏
か な

長
な が さ わ

澤  菫
すみれ

田
た

中
なか

  雅
ま さ の り

訓

植
う え

木
き

  美
み ほ

帆

大
お お さ わ

澤  承
しょう

起
き

竹
た け う ち

内  政
ま さ た か

貴

①平成12年5月3日
②石川県
③賀茂御祖神社
④歴史学者

①平成10年4月13日
②京都府
③北野天満宮
④プロ野球選手

①平成11年2月7日
②兵庫県
③伏見稲荷大社
④教師

①平成13年3月3日
②東京都
③平安神宮
④特になし

①平成13年3月18日
②埼玉県
③伏見稲荷大社
④噺家

①平成12年5月16日
②京都府
③八坂神社
④野球選手or料理人になりたかった

①平成11年8月11日
②埼玉県
③伏見稲荷大社
④公務員

①平成10年3月23日
②和歌山県
③松尾大社
④美容師、車関係

①平成9年2月24日
②大阪府
③平安神宮
④料理人

①平成6年12月7日
②京都府
③與杼神社
④

①平成15年2月13日
②京都府
③金刀比羅神社
④心理カウンセラー

①平成7年12月29日
②大阪府
③伏見稲荷大社
④プログラマー

①平成12年10月26日
②福岡県
③貴船神社
④生物学者

①平成11年11月15日
②京都府
③賀茂御祖神社
④ツアーコンダクター

①平成12年12月28日
②兵庫県
③賀茂御祖神社
④警察官

①平成12年1月17日
②福井県
③北野天満宮
④宇宙飛行士①平成12年8月15  日

②静岡県
③賀茂御祖神社
④イラストレーター

①平成11年12月    14日
②千葉県
③護王神社
④学芸員、図書館   司書

①平成12年1月13  日
②京都府
③松尾大社
④会社員になって   みたいです
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